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ペ
ッ
ト
は
気
持
ち
に
安
ら
ぎ
を
も
た
ら

し
、
生
活
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
の
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
が
十

分
で
な
い
た
め
、
周
囲
に
さ
ま
ざ
ま
な
迷

惑
が
か
か
り
、
多
く
の
苦
情
や
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

動
物
が
好
き
な
人
も
い
れ
ば
、
そ
う
で

な
い
人
も
い
ま
す
。
人
と
動
物
が
共
に
生

き
て
い
け
る
社
会
の
実
現
に
は
、
飼
い
主

の
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
が
必
要
で
す
。

犬
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

ほ
え
声
が
他
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

▼
犬
の
ほ
え
声
は
周
囲
へ
の
迷
惑
に
な
り

ま
す
。
訪
問
者
な
ど
が
見
え
な
い
場
所
へ

犬
舎
を
移
動
さ
せ
た
り
、
無
駄
ぼ
え
を
さ

せ
た
り
な
い
よ
う
し
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ふ
ん
尿
の
始
末
は
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う

▼
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
ス
コ
ッ
プ
と

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
持
ち
、
必
ず
飼
い
主

が
ふ
ん
を
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

▼
犬
舎
の
周
り
は
常
に
清
潔
に
保
ち
、
周

囲
に
悪
臭
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

屋
外
で
は
必
ず
リ
ー
ド
を
つ
け
ま
し
ょ
う

▼
犬
の
放
し
飼
い
は
、
人
に
恐
怖
感
を
与

え
た
り
、
交
通
事
故
に
つ
な
が
っ
た
り
す

る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
昼
夜
を
問
わ
ず

必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

散
歩
さ
せ
る
と
き
や
公
園
な
ど
で
も
適
切

な
長
さ
の
引
き
綱
や
リ
ー
ド
で
必
ず
つ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

猫
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に

室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

▼
猫
は
上
下
に
動
け
る
空
間
に
ト
イ
レ
や

爪
と
ぎ
の
で
き
る
場
所
を
作
る
こ
と
で
、

室
内
で
も
ス
ト
レ
ス
を
た
め
る
こ
と
な
く

飼
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ケ
ガ
や
感
染
症

な
ど
の
危
険
か
ら
守
る
だ
け
で
な
く
、
周

囲
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
、
室
内

で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

▼
猫
は
決
ま
っ
た
場
所
で
ふ
ん
を
す
る
習

性
が
あ
る
た
め
、
自
宅
に
専
用
の
ト
イ
レ

を
備
え
て
く
だ
さ
い
。
ト
イ
レ
の
数
は
猫

の
数
プ
ラ
ス
１
が
理
想
で
す
。

首
輪
や
迷
子
札
を
つ
け
ま
し
ょ
う

▼
た
と
え
室
内
飼
い
で
あ
っ
て
も
、
開
い

た
窓
な
ど
か
ら
逃
げ
て
し
ま
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
飼
い
猫
だ
と
分
か
る
よ
う

に
、
所
有
（
身
元
）
表
示
を
し
ま
し
ょ
う
。

首
輪
が
外
れ
た
と
き
の
た
め
に
、
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
を
使
っ
た
方
法
も
あ
る
の
で
、

か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

▼
生
ま
れ
て
く
る
命
に
責
任
が
持
て
る
か

を
よ
く
考
え
、
飼
い
主
の
知
ら
な
い
間
に

子
猫
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
対
策

を
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
不
妊
・
去
勢
手

術
は
、
病
気
の
予
防
や
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
、

マ
ー
キ
ン
グ
行
為
の
減
少
に
も
な
り
ま

す
。

の
ら
犬
・
の
ら
猫
へ
の
無
責
任
な

エ
サ
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う

▼
エ
サ
を
与
え
る
な
ら
愛
情
と
同
じ
だ
け

の
責
任
が
必
要
で
す
。
飼
う
意
志
が
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
エ
サ
を
あ
げ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

▼
不
妊
・
去
勢
手
術
や
排
泄
物
の
清
掃
な

ど
を
行
わ
ず
エ
サ
だ
け
を
与
え
る
行
為

は
、
周
囲
か
ら
迷
惑
が
ら
れ
る
不
幸
な
の

ら
犬
・
の
ら
猫
を
増
や
す
だ
け
で
す
。

ペットを飼う前に考える
10のポイント

① あなたの住居はペットが飼える環境で、
転居があってもそれは変わりませんか？
② ペットの種類や生態が、あなたのライフ
スタイルに合っていますか？ 
③ 家族みんなが動物を飼うことに賛成して
いますか？
④ 家族に動物アレルギーの人はいませんか？
⑤ 毎日欠かさずペットの世話に時間と手間
をかけられますか？
⑥ あなたの体力で世話ができるペットですか？
⑦ 近隣に迷惑をかけないように配慮できま
すか？
⑧ ペットの一生にかかる費用を考えてみま
したか？
⑨ あなたとペットの両方の生涯にわたる計
画をたててみましたか？
⑩ 災害時や、万一、あなたが飼えなくなった
ときに、ペットの命を守る方法を考えて
いますか？

「ペットは飼わない」「今は飼えない」と判断
することも動物への愛情です。

人と動物が共存する社会
9月20日㊊▶26日㊐
動物愛護週間
ペットはマナーを守って飼いましょう

問い合わせ
　環境整備課　☎59-2154

犬・猫の引き取りは
県動物愛護センターへ

問い合わせ
　県動物愛護センター　☎0848-86-6511

　県動物愛護センターでは、犬・猫の保護や引
き取り業務を行っています。ただし、終生飼養
の原則に反するなどで引き取れない場合もあ
りますので、同センターへ相談してください。

日程表
行事名 準備日 開　催　日 開催時間 会　　場

美　術　展 10月30日(土)
10月31日(日)

～
11月3日(水・祝)

10時～17時
※最終日は15時まで

ギャラリー
おおたけ

工　芸　展 10月31日(日)
11月１日(月)

～
3日(水・祝)

10時～17時
※最終日は15時まで

総合
市民会館

華　　　展 11月1日(月)
11月2日(火)

～
3日(水・祝)

10時～17時
※最終日は15時まで

ギャラリー
おおたけ

表　彰　式 11月2日(火) 11月3日(水・祝) 10時～12時 総合
市民会館

茶　　　会 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、茶会は中止します。

川 柳 大 会 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、川柳大会は誌上大会
となります。

芸能の祭典
（吟剣詩舞道・
大正琴・謡曲・
民謡・民舞・洋舞
軽音楽・合唱・
歌謡）

11月27日(土) 11月28日(日) 10時～15時 アゼリア
おおたけ

美術展
問い合わせ
　長谷山宅　☎57-2616
と　き　10月31日（日）～11月３
日（水・祝）10時～17時（11月３
日は15時まで）
ところ　ギャラリーおおたけ
部門・作品規格
　創作に限る。（手本からの模写
は不可。市内展未発表のもの）
○日本画・洋画
　10号以上50号以内で額装
○書
　半切の３分の１以上で表装また
は額装（タテ・ヨコ明記）
○写真　A３以上全倍（組写真は
四つ切り以上）までで、パネル張
りまたは額装（ガラス不可）
※ 作品の裏に作品貼り付け用紙を
貼り、展示用ひもをつけること。
※規格以外は受け付けません。
出品点数　同一部門１人１点
出品資格　市内在住または勤務、
通学の方（高校生以上）、文化協
会会員

七宝焼、手描友禅、刺しゅう、和
紙ちぎり絵、紙粘土工芸、人形、
木竹紙工芸、染織、パッチワーク、
ステンドグラス、金工、漆芸、ク
ラフト手芸、手編み、シャドウボッ
クス、その他の手工芸など。
※ 額装の場合、ガラスは極力避け
てください。
出品点数　同一種目１人１点
出品資格　市内在住または勤務・
通学の方（高校生以上）、文化協
会会員
搬入日　10月31日（日）13時
※ 出品者全員で会場設営と作品展
示を行います。
搬出日　11月３日（水・祝）15時
※ 作品の保全は十分注意します
が、不慮の災害など万が一損傷
した場合については、責任を負い
かねますので了承してください。
申し込み　10月１日（金）～15日
（金）までに、総合市民会館、ア
ゼリアおおたけ、玖波・栄の各公
民館に備え付けの「工芸展用」用
紙で申し込んでください。

誌上　川柳大会
問い合わせ
　弘兼宅　☎52-7611
※ 新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため、昨年度同様「誌上
川柳大会」の形で開催します。
兼　題　「任す」「低い」
「強気」「ようやく」「伝える」
（1兼題2句まで）
投句要項
【 規定用紙】総合市民会館・弘兼
宅で配布
【 各自の用紙】様式などは弘兼宅
に確認してください。
【投句申込み】
　 10月10日（日）　までに弘兼秀
子宅（〒739-0612大竹市油見
2-2-29）へ参加料を添えて郵
送してください。

（当日消印有効）
【参加料】　1,000円
（定額小為替）
ジュニア部門（小・中学生）
兼　題　「作る」「世界」（１兼題
につき２句まで）
申し込み　9月11日（土）までに
弘兼秀子宅（〒739-0612大竹市
油見2-2-29）へ郵送してくださ
い。

搬入日　10月30日（土）13時厳守
搬入場所　ギャラリーおおたけ
搬出日　11月３日（水・祝）15時
※ 作品の保全は十分注意します
が、不慮の災害など、万が一損
傷した場合は、責任を負いかね
ますので了承してください。搬
入・搬出の時間を厳守してくだ
さい。
申し込み　10月１日（金）～19日
（火）の17時までに総合市民会館、
アゼリアおおたけ、玖波・栄の各
公民館に備え付けの「美展用」用
紙で申し込んでください。

工芸展
問い合わせ
　伊藤宅　☎57-2549
と　き　11月１日（月）～３日（水・
祝）10時～17時（11月３日は15
時まで）
ところ　総合市民会館
作品種目　工芸・手芸の各分野
で、個人が創造性を生かし、作り
出したもの。（例）陶芸、木彫、

文化祭芸術の秋を飾る祭典
問い合わせ
　生涯学習課　☎53-5800

作品
募集


